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６．評価委員会による評価結果 

 

（１）児童福祉施設（児童館７館） 

指定管理者の名称  社会福祉法人 台東区社会福祉事業団   

所管部課      教育委員会 児童保育課   

 

評価委員会による評価 

１ 評価の観点 

※ 「評価の観点」(1)～(4)における委員会の評価については、委員会の合議に

より決定した。 

※ 「委員のコメント」及び「評価委員会から区への意見」については、評価の

過程における多様な意見を報告書に反映するため、各委員から出された様々な

意見を記載している。 

 

(1) 事業の運営 

委員会

の評価 
Ａ 

【参考】区の評価 

千束 玉姫 台東 池之端 松が谷 今戸 寿 

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 
 

 

●委員のコメント 

良い点 

〇 ７つの児童館とも、館長を中心に事業団の運営方針を着実に遂行してい

る状況にあり、設置の目的である＜児童の健全な成長を促す＞ことに専

念している実態がある。各館長に聞いた「児童館の基本理念をどう描い

ているか」という問いにも、それぞれの実情を踏まえた的確な回答をし

ていただいた。今後も館長自らが児童館の意義の理解と質的向上に努力

してほしい。 

〇 月間・週間予定や特別行事に関し、その周知を丁寧にわかりやすく実施

しており、児童館相互の情報をそれぞれの掲示板で案内している事も良

い。 

〇 職員の方々が皆さん明るく元気で、子ども達となごやかに遊んでいる様

子は、児童館の役割として一番大切なことである。どの館でも子ども達

を慈しんで接しているように見受けられた。図工室など危険なところは

上履きを使って入室を管理するなど工夫も見られた。 
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改善すべき点 

〇 事業運営の各内容が 7つの館ともほぼ同様であり、各館の個性がないよ

うに感じた。どの館でも区民や子供の要望に共通に応じる姿勢は尊重で

きるが、館長の個性（経験や専門性）に応じて、運営上の特徴を発揮し

てもよいのではないか。ある意味で、無難な運営をしている状況といえ

よう。この点で、区に対して事業団の積極的な聞き取りや運営事業の拡

大等の助言が求められる。また、館長自身も積極的に行政当局に要請等

を行なってほしい。 

〇 各児童館ともに図書室の蔵書は、古いものが多いと感じられた。児童館

相互での交換や広報たいとうによる図書の寄贈を求める記事の掲載など

により、さらなる図書の充実が必要だと思われる。 

〇 専門技術を有する講師などについては、児童館相互で連携し、他の館に

派遣するということも重要と思われる。 

〇 こどもクラブと一緒になっている館で、子どもの交流に温度差が見られ

た。施設の構造上の問題など難しい面はあると思うが、できるだけ子ど

もたちは一緒に遊ばせる工夫をしてもらいたい。 

 

その他 

〇 全ての館において、館内がとても整備され利用者に精神的な安定をもた

らしていると感じた。不断の努力と台東区に根付いている＜おもてなし

のこころ＞が表出しているものと思う。 

〇 各児童館ともに図工室はあるが絵画部門の存在が薄く感じられたので、

充実を期待する。また、その作品の評価及び活用についても検討を重ね

てほしい。作品を評価することも児童の励みになると考える。 

〇 同じ設備があっても、活用度に差があった。所属している職員の技量に

頼るのではなく、全館回って指導できる人員の配置も必要と思われる。 

〇 各児童館の特色を出すことも大事だが、子どもは遠くにある館には行け

ないので、基本となる設備と事業は各館用意してもらいたい。 
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(2) 施設の維持管理 

委員会

の評価 
Ａ 

【参考】区の評価 

千束 玉姫 台東 池之端 松が谷 今戸 寿 

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 
 

 

●委員のコメント 

良い点 

〇 乳幼児から青少年まで幅広い利用者に配慮した施設設備の運営と管理が

なされている。特に清掃が行き届き、子供たちが安心して、しかも安全

に過ごせる環境作りに努力しているのは評価できる。 

〇 子どもが理解しやすいような掲示や怪我を防止するための工夫、また我

が家と同様の生活感が味わえるような温かさを醸し出すなど、様々な配

慮がされている。 

 

改善すべき点 

〇 池之端児童館については施設の安全上の対策として、図工室の天井も蛍

光灯にカバーを取り付けてはどうか。他の館も含め、様々な可能性を考

慮し、最善の安全対策を考えたい。 

〇 図工室の個々の工具が所定の位置に定まっている児童館と、まとめて一

つの工具箱に入れる児童館があった。取り扱いが危険な物もあるので、

所定の位置を決め、その在庫が把握可能な状態が良い。 

〇 蛍光灯が点いたり消えたりしている館があった。早めの点検・交換が望

ましい。 

 

その他 

〇 各児童館ともに、全体的に階段・廊下等が狭く感じられた。２階・３階

がある館では、火災等の緊急事態を見据えて、児童を含めた避難訓練が

十分に行われる必要がある。 

〇 玉姫児童館においてはミミズの生ゴミ処理で出来た肥料で植物を育てて

いた。生き物の力のすごさとエコで興味深かった。他の館でも置いてみ

てはどうか。 
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(3) 利用者の満足度 

委員会

の評価 
Ｓ 

【参考】区の評価 

千束 玉姫 台東 池之端 松が谷 今戸 寿 

Ｓ Ａ Ｓ Ｓ Ａ Ａ Ｓ 
 

 

●委員のコメント 

良い点 

〇 区による評価シートの利用者数を見ると、ここ２・３年の利用者は目標

値に近い状況と考えてよいであろう。実際に利用者の満足そうな表情や

子どもたちが思うように体を動かし、保護者も談笑している状況から、

その満足度は高いと考えられる。 

〇 視察時に利用満足度を質問したところ、児童はもとより、保護者も満足

度は高く、利用者にとって不可欠の施設となっている。 

〇 リピーターが多く、利用者が口コミで集まってきている。様々な行事を

子ども達と一緒になって企画しており、参加者も多い。年令の幅が広く、

遊び方なども違うが、上手に部屋割りなどで工夫している。 

 

改善すべき点 

〇 遊戯室など一部の子ども達が独占してしまわないように、さらなる配慮

を期待する。 

 

その他 

〇 満足度をより高めるためには、利用者と職員が一体となって児童館をつ

くっていく方向性が求められる。そうすることにより、一体感が生まれ、

職員のモチベーションの向上にもつながると考えられる。 

〇 より的確な満足度を把握するために、利用者との懇談の機会を増やした

り、アンケートの記述式の項目を増やすなど検討してもらいたい。 
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(4) 収入支出 

委員会

の評価 
Ａ 

【参考】区の評価 

千束 玉姫 台東 池之端 松が谷 今戸 寿 

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 
 

 

●委員のコメント 

良い点 

〇 ７つの館とも、会計に関する資料を確認した結果、適切に会計処理が行

われていると考えられる。 

〇 図工室の材料など、地域の方々からの寄贈によってまかなっており、経

費の削減に役に立っている。今後も積極的に呼びかけを行ってもらいた

い。 

 

改善すべき点 

〇 予算の使途について、各児童館において柔軟に執行できるよう、取組み

に応じて配慮してもらいたい。 

 

その他 

〇 調理イベントの際の参加費は、今後雑収入として処理することはいいが、

逆に個々のイベントにおいて収支が明確化することにより、事業が委縮

しないことを望む。 
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２ 総合評価 

総合評価は、７ページに示した基準に従い、「評価の観点」の結果に応じて評価

を付した。 

 

委員会

の評価 
妥当 

【参考】区の評価 

千束 玉姫 台東 池之端 松が谷 今戸 寿 

妥当 妥当 妥当 妥当 妥当 妥当 妥当 
 

 

●委員のコメント 

〇 各児童館とも、その地域社会に溶け込もうとする意図を感じさせる運営

状況である。また、子どもの発達段階に応じた遊びの工夫や保護者の利

用に配慮した実効性のある取組みをしている点を評価したい。児童館は、

学校教育の場や家庭教育の営みを補填し、それらをゆるやかにつなぐ役

割を持つ施設であろう。それゆえ、物心ともに＜ゆったりとした、また

ゆっくりとした＞営みと時間の流れを大切にしてほしい。 

〇 総論として社会福祉法人台東区社会福祉事業団の運営は「施設の目的」

にそった事業運営に努めていると言える。職員に児童とともに遊び・喜

び・鍛え・学ぶ姿勢が感じられ、日々事業運営改善の方策や手法を探求

し、実現の努力を続けていると思われる。 

〇 以前と比べて、明るく元気ではつらつとした雰囲気であった。指定管理

者制度になってからの児童館の館長は若く、専門的な知識も生かされて

おり、それが運営に反映されているように感じた。この良さをさらに生

かして子ども達の居心地のよい居場所を作ってもらいたい。木工や陶芸

など専門のボランティアをお願いすることで、さらなる充実した指導を

期待する。 
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３ 評価委員会から区への意見 

 

●委員のコメント 

〇 各児童館とも事業目的に即した運営に努力している状況がみてとれる。

ただ、区と合意した予算や運営基準の範囲に忠実であろうとする面が強

すぎて、各館の独自性や職員の個性・専門性がやや抑制されている面は

ないだろうか。各館が創意工夫できる面を支援する方向性を考え、その

実行に向けた具体的な取組みを期待したい。具体的には、各館独自の事

業開発の奨励、特徴ある事業への予算措置、利用者数に応じた人的な措

置等が考えられる。 

〇 広報たいとうによる図書寄贈の案内や各イベントにおける講師・技術者

のボランティアの募集告知等について、後方支援をしていくべきである。 

〇 改修工事の済んだところと年月の経ってしまったところでは、明るさや

心地よさに差があった。老朽化した館の早めの改修をお願いしたい。 
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区による評価 

部 課

～

利用料金収入 0 0 0 0 0

利用料金収入

31,000 34,858

２．施設の概要

平成25年度　指定管理者施設管理評価シート 教育委員会事務局 児童保育課

H27.3.31

施 設 名 称

台東区の児童及び高齢者福祉の充実による区民福祉の向上を図るため、児童館や
高齢者福祉施設の管理・運営を行なう。

(2)類似施設の
　 管理実績

児童館７館、１５こどもクラブ（平成２３年末まで１３こどもクラブ）

指定期間 H22.4.1

１．指定管理者の概要

指定管理者の名称

(5)規模

(3)経営状況
（２４年度決算ベース）〔社会福祉事業会計〕
収入2,803,323,166円，　支出2,629,524,402円，収支差額173,798,764円

社会福祉法人台東区社会福祉事業団

ＲＣ４階建て　３・４階　図書室・遊戯室・図工室・音楽室・こどもクラブ室等
千束保育園併設

(1)所在地 台東区千束３－２０－６

(2)設置目的
児童に健全な遊びを与えて、その健康を増進し、情操を豊かにすることを目的と
する。

(1)業務内容

(6)人員体制 常勤職員３名、短時間職員４名

(3)利用者 区内在住の幼児から中学校終了までを主たる対象とする。

(4)開館日・時間
月曜日から土曜日：午前９：３０～午後６：００、日曜日（第三日曜日を除
く）：午前９：３０～午後６：００一部開放。
休館日　年末年始、祝祭日（５月５日は開放）

(1)委託事業
①児童の福祉を目的とする事業②児童館の利用を通して児童の情操の育成に資す
る事業③健全な遊びを通して児童の集団的及び個別指導を行なうこと③その他、
児童館の目的達成のために必要な事業

自主事業は行っていない

３．事業（サービス提供）の概要

(2)自主事業

単位

委託料

その他収入

管理経費

委託料

その他収入

指 標 名 称

19,287

６．成果指標

目標値
（26年度）

４．予算決算の推移

予
算

決
算

31,344,530

0 0

管理経費

収支

0 0

308

22年度

333 334

0 0 0

32,302,401 31,849,502

31,344,530

0 0 0 0 0

32,302,401 31,849,502 34,318,317

0 00

0 0 0

30,310,519

32,081,000 31,176,000

30,310,519

33,041,000 36,064,000

34,318,317

23年度 24年度

33,196,00036,064,000

利用者数

５．施設の稼働状況等（活動指標）

20年度 21年度 22年度

33,041,00031,176,00032,081,000

23年度 24年度

開館日数 日

東京都台東区立千束児童館〔37〕

334

21年度指 標 名 称 単位

33,196,000

00

22年度 23年度 24年度

人 28,954
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［3］

(h)個人情報保護

［2］

［2］

［2］

(d)職員研修

［2］

［2］

［2］

：　協定等の水準を満たしているが、一部に課題がある。

(g)自主事業の成果

(f)開館時間等の遵守

(d)利用料等の徴収・管理

(c)収支計画の達成

・平成23年度の大規模改修工事完了後、24年度も引き続き、根岸・金杉地区への幼児向け
　出前活動を行い、児童館活動を広めた。
・父親参加の子育て支援事業の実施や異年齢の子ども達のニーズに合わせた屋上を含む全館
　での遊びの提供、行事参加から一人でも日常の利用が出来るように相談にのるなどきめ細かい
　活動を実施した。

(a)建物保守・設備機器点検

(b)備品の管理

平均 (c)職員配置

８．評価項目

［2］

［3］

(f)管理記録の作成・保存

(e)危険箇所等の確認

(j)警備・防犯体制

(i)緊急時対応

［2］

(c)清掃・衛生管理

［-］(b)サービス水準

(a)施設の目的達成

平均 ［2.0］

(3)利用者の満足度

(2)施設の維持管理

［2.1］

平均

(d)施設の修繕

(a)利用者・第三者機関の評価

・乳幼児から小学生、中高生までの安心した居場所、安全な遊び場として環境整備に配慮し、利用者
　の交流を促進する。
・可能な限り、利用者のニーズを受け止め、ニーズに合った運営の充実、サービスの向上に努める。
・学校を含めた地域との協力関係を推進し、子ども達に関係する様々な関係機関と繋がり、地域の
　児童健全育成の拠点としての役割を果たして行く。

［2］

［2］

(2)施設の維持管理 Ａ
大規模工事完了後、館内のレイアウトの変更等あったため、利
用に際しての注意や管理を徹底し、利用者の安全確保に配慮
し、施設維持に努めた。

(3)利用者の満足度 Ｓ
大規模改修時に子ども達の異年齢にあった活動ができる環境整
備に努めたため、使いやすく、館内、館外での活動を楽しめて
おり、アンケート結果でも利用者満足度は高い。

(g)業務委託の事前承認

１１．平成25年度評価結果に対する今後の対応

(4)収入支出 Ａ
職員の異動による人件費や施設移転に伴う水道光熱費（23年度
仮移転中は区負担）の増により決算額が昨年度より増加した
が、消耗品の一括購入等経費節減、事務の効率化を行った。

良好　妥当　要努力　要改善　不適

妥当
大規模改修の仮移転期間に根岸、金杉地域へ児童館活動を伝
え、改修後も引き続き出前活動を実施した。異年齢の利用者に
合った活動や交流を行った結果、利用者満足度は高く、児童健
全育成の拠点として新しい児童館活動を積極的に展開した。

１０．総合評価

根岸・金杉地域への出前活動や父親参加の幼児プログラム等
様々な年齢を対象とした健全育成事業や子育て支援を展開し
た。また、緊急時対応の避難訓練等を定期的に行い、災害時の
備蓄も行っている。

Ｄ（水準未満）

：　協定等の水準を満たす管理が行われている。

説 明

［2］

［2］

Ａ

［2］

［2］

：　協定等の水準を満たしているが、課題が複数ある。

：　協定等の水準を満たしていない。

［2］

［2］

［2］

［2］

(d)利用しやすい環境整備

［2］

［2］

(h)省エネ・省資源・環境配慮

Ｃ（課題あり）

(b)苦情・要望への対応と報告

(c)利用者数の目標達成

［2.0］

［2.2］

９．評価

(b)経費縮減のための取組み

(a)適正な予算執行

Ｓ（水準以上） ：　協定等の水準を満たし、一部に水準を上回る内容がある。

平均 ［-］

［2］

(e)関係団体・地域との関わり

［2］

［2］

７．平成24年度評価結果に対する現在までの取組み

評価の観点 評 価

1：おおむね協定等の水準だが課題がある。

(e)案内・接遇

(1)事業の運営

評 価 項 目評価の観点

(4)収入支出

(1)事業の運営

Ａ（適正）

Ｂ（一部課題あり）

0：協定等の水準を下回っている。

-：評価対象外項目。2：協定等の水準どおりである。

3：協定等の水準を上回っている。
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部 課

～

利用料金収入 0 0 0 0 0

利用料金収入

27,000 27,786

２．施設の概要

平成25年度　指定管理者施設管理評価シート 教育委員会事務局 児童保育課

H27.3.31

施 設 名 称

台東区の児童及び高齢者福祉の充実による区民福祉の向上を図るため、児童館や
高齢者福祉施設の管理・運営を行なう。

(2)類似施設の
　 管理実績

児童館７館、１５こどもクラブ（平成２３年末まで１３こどもクラブ）

指定期間 H22.4.1

１．指定管理者の概要

指定管理者の名称

(5)規模

(3)経営状況
（２４年度決算ベース）〔社会福祉事業会計〕
収入2,803,323,166円，　支出2,629,524,402円，収支差額173,798,764円

社会福祉法人台東区社会福祉事業団

ＲＣ７階建て都営住宅１階　図書室・遊戯室・音楽室・こどもクラブ室等
玉姫保育園併設

(1)所在地 台東区清川２－２２‐１３

(2)設置目的
児童に健全な遊びを与えて、その健康を増進し、情操を豊かにすることを目的と
する。

(1)業務内容

(6)人員体制 常勤職員３名、短時間職員４名

(3)利用者 区内在住の幼児から中学校終了までを主たる対象とする。

(4)開館日・時間
月曜日から土曜日：午前９：３０～午後６：００、日曜日（第三日曜日を除
く）：午前９：３０～午後６：００一部開放。
休館日　年末年始、祝祭日（５月５日は開放）

(1)委託事業
①児童の福祉を目的とする事業②児童館の利用を通して児童の情操の育成に資す
る事業③健全な遊びを通して児童の集団的及び個別指導を行なうこと③その他、
児童館の目的達成のために必要な事業

自主事業は行っていない

３．事業（サービス提供）の概要

(2)自主事業

単位

委託料

その他収入

管理経費

委託料

その他収入

指 標 名 称

24,335

６．成果指標

目標値
（26年度）

４．予算決算の推移

予
算

決
算

34,945,870

0 0

管理経費

収支

0 0

335

22年度

333 334

0 0 0

28,699,137 31,418,860

34,945,870

0 0 0 0 0

28,699,137 31,418,860 31,254,219

0 00

0 0 0

35,123,473

34,415,000 31,734,000

35,123,473

31,216,000 31,736,000

31,254,219

23年度 24年度

34,259,00031,736,000

利用者数

５．施設の稼働状況等（活動指標）

20年度 21年度 22年度

31,216,00031,734,00034,415,000

23年度 24年度

開館日数 日

東京都台東区立玉姫児童館〔38〕

334

21年度指 標 名 称 単位

34,259,000

00

22年度 23年度 24年度

人 24,451
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［3］

(h)個人情報保護

［2］

［2］

［2］

(d)職員研修

［2］

［2］

［2］

：　協定等の水準を満たしているが、一部に課題がある。

(g)自主事業の成果

(f)開館時間等の遵守

(d)利用料等の徴収・管理

(c)収支計画の達成

・中学生や女子児童が希望する遊具や図書を整備し、利用の促進を図った。
・石浜小学校の他に石浜橋場こども園や東浅草小学校PTAとの連携を深めるなど、細やかな広報
　活動と館外活動の範囲を広げ、事業を実施した。
・遊びの種類と年齢により遊戯室と館庭を同時利用するなど、お互いが充分遊べるように配慮し、
　その後、異年齢での交流を支援した。
・老朽化したところを速やかに補修・塗装するなど施設管理に努めた。

(a)建物保守・設備機器点検

(b)備品の管理

平均 (c)職員配置

８．評価項目

［2］

［2］

(f)管理記録の作成・保存

(e)危険箇所等の確認

(j)警備・防犯体制

(i)緊急時対応

［2］

(c)清掃・衛生管理

［-］(b)サービス水準

(a)施設の目的達成

平均 ［2.0］

(3)利用者の満足度

(2)施設の維持管理

［2.1］

平均

(d)施設の修繕

(a)利用者・第三者機関の評価

・小学校低学年の利用に対して、中学生の利用者が減少しているため、中高生のニーズを把握し、
　利用者増に向けて、遊びの時間や場所の区分けなど中高生が利用し易い環境を整備する。
・施設管理については、こまめな修繕と環境整備に努める。

［2］

［2］

(2)施設の維持管理 Ａ
日常の清掃に努めると共に、老朽化している部分の修繕を自主
的に実施し、適正な管理が行われている。

(3)利用者の満足度 Ａ
館内掲示の工夫、花壇の整備などと共に遊戯室と館庭の同時利
用で、遊びの種類と年齢層を分けるなど、異年齢それぞれが遊
べる環境整備に努めた。また、要保護児童への配慮や保護者か
らの相談を受け止め、関係機関との連携を積極的に行った。

(g)業務委託の事前承認

１１．平成25年度評価結果に対する今後の対応

(4)収入支出 Ａ
職員の異動により人件費増となったが、消耗品の一括購入、複
数年の契約などにより経費節減・事務の効率化を図っている。

良好　妥当　要努力　要改善　不適

妥当
家庭的にも支援が必要な児童については、学校を含めた関係機
関との連携の強化、相談機能の充実を図るなど、児童の安心な
居場所となるよう異年齢の交流に努め、児童健全育成の拠点と
しての役割を果たしている。

１０．総合評価

様々な年齢層に対してきめ細やかな対応に努め、学校の他に保
護司と連携し課題のある児童への支援や地域の理解を深めた。
緊急時対応の避難訓練等を定期的に行い、災害時の備蓄も行っ
ている。

Ｄ（水準未満）

：　協定等の水準を満たす管理が行われている。

説 明

［2］

［2］

Ａ

［2］

［2］

：　協定等の水準を満たしているが、課題が複数ある。

：　協定等の水準を満たしていない。

［2］

［2］

［2］

［2］

(d)利用しやすい環境整備

［2］

［2］

(h)省エネ・省資源・環境配慮

Ｃ（課題あり）

(b)苦情・要望への対応と報告

(c)利用者数の目標達成

［2.0］

［2.0］

９．評価

(b)経費縮減のための取組み

(a)適正な予算執行

Ｓ（水準以上） ：　協定等の水準を満たし、一部に水準を上回る内容がある。

平均 ［-］

［2］

(e)関係団体・地域との関わり

［2］

［2］

７．平成24年度評価結果に対する現在までの取組み

評価の観点 評 価

1：おおむね協定等の水準だが課題がある。

(e)案内・接遇

(1)事業の運営

評 価 項 目評価の観点

(4)収入支出

(1)事業の運営

Ａ（適正）

Ｂ（一部課題あり）

0：協定等の水準を下回っている。

-：評価対象外項目。2：協定等の水準どおりである。

3：協定等の水準を上回っている。

 



 

- 23 - 

部 課

～

22年度 23年度 24年度

人 15,068

東京都台東区立台東児童館〔39〕

332

21年度指 標 名 称 単位

33,633,000

00

23年度 24年度

開館日数 日

20年度 21年度 22年度

31,325,00032,052,00032,319,000

23年度 24年度

33,633,00031,823,000

利用者数

５．施設の稼働状況等（活動指標）

31,656,518

32,319,000 32,052,000

31,656,518

31,325,000 31,823,000

29,794,042

0

28,842,382 29,722,630 29,794,042

0 00

0 0 0

0 0 0

28,842,382 29,722,630

31,887,180

0 0 0 0

335

22年度

333 334

４．予算決算の推移

予
算

決
算

31,887,180

0 0

管理経費

収支

0 0

指 標 名 称

12,945

６．成果指標

目標値
（26年度）

委託料

その他収入

管理経費

委託料

その他収入

(1)委託事業
①児童の福祉を目的とする事業②児童館の利用を通して児童の情操の育成に資す
る事業③健全な遊びを通して児童の集団的及び個別指導を行なうこと③その他、
児童館の目的達成のために必要な事業

自主事業は行っていない

３．事業（サービス提供）の概要

(2)自主事業

単位

(6)人員体制 常勤職員３名、短時間職員４名

(3)利用者 区内在住の幼児から中学校終了までを主たる対象とする。

(4)開館日・時間
月曜日から土曜日：午前９：３０～午後６：００、日曜日（第三日曜日を除
く）：午前９：３０～午後６：００一部開放。
休館日　年末年始、祝祭日（５月５日は開放）

(3)経営状況
（２４年度決算ベース）〔社会福祉事業会計〕
収入2,803,323,166円，　支出2,629,524,402円，収支差額173,798,764円

社会福祉法人台東区社会福祉事業団

ＲＣ５階建て　３階　遊戯室・図書室・図工室・こどもクラブ室等
台東保育園併設

(1)所在地 台東区台東１－１１－５

(2)設置目的
児童に健全な遊びを与えて、その健康を増進し、情操を豊かにすることを目的と
する。

(1)業務内容

(2)類似施設の
　 管理実績

児童館７館、１５こどもクラブ（平成２３年末まで１３こどもクラブ）

指定期間 H22.4.1

１．指定管理者の概要

指定管理者の名称

(5)規模

平成25年度　指定管理者施設管理評価シート 教育委員会事務局 児童保育課

H27.3.31

施 設 名 称

台東区の児童及び高齢者福祉の充実による区民福祉の向上を図るため、児童館や
高齢者福祉施設の管理・運営を行なう。

２．施設の概要

利用料金収入

16,000 15,499

利用料金収入 0 0 0 0 0
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［3］

(h)個人情報保護

［2］

［2］

［2］

(d)職員研修

［2］

［2］

［2］

：　協定等の水準を満たしているが、一部に課題がある。

(g)自主事業の成果

(f)開館時間等の遵守

(d)利用料等の徴収・管理

(c)収支計画の達成

・平成24年9月から平成25年3月末まで、耐震大規模改修工事のため、旧柳北小学校（浅草橋地
　区）に仮移転したため、仮移転期間中は、今までどおりの平成小学校、黒門小学校地域に加えて台
　東育英小学校地域にも児童館活動を広め、それぞれの地域関係機関との連携を深めた。
・それまで利用しづらかった浅草橋、柳橋地域の幼児親子や小中学生に児童館活動を提供した。

(a)建物保守・設備機器点検

(b)備品の管理

平均 (c)職員配置

８．評価項目

［2］

［2］

(f)管理記録の作成・保存

(e)危険箇所等の確認

(j)警備・防犯体制

(i)緊急時対応

［2］

(c)清掃・衛生管理

［-］(b)サービス水準

(a)施設の目的達成

平均 ［2.0］

(3)利用者の満足度

(2)施設の維持管理

［2.1］

平均

(d)施設の修繕

(a)利用者・第三者機関の評価

・大規模改修が完了し、かつてこどもクラブだった部屋を多目的な集会室として、幼児親子も使用
　しやすく整備したので、日常活動の充実や幼児・園児向けプログラムの実施により、利用者の
　拡大に努力する。
・竹町地区、浅草橋地区の児童館として関係機関との連携をさらに深め、地域の児童健全育成の
　拠点としての役割を果たして行く。

［2］

［2］

(2)施設の維持管理 Ａ
大規模改修にあたって利用者の利便性向上の為に要望をまと
め、移転についても利用者への周知を含めて安全に実施した。
仮移転先でも遊具の消毒や室内の換気、清掃をこまめに行い、
施設の維持管理に努めた。

(3)利用者の満足度 Ｓ
世代別利用者の視点に立ち、それぞれが利用し易い環境整備に
努め、仮移転先の制約もあったが、要望には速やかに応え、活
動を行った。竹町地区同様浅草橋地区の関係機関との連携を深
め、児童館活動を広めた。

(g)業務委託の事前承認

１１．平成25年度評価結果に対する今後の対応

(4)収入支出 Ａ
消耗品の一括購入、長期契約への変更、事務の効率化を図り、
経費削減に取り組んだ。

良好　妥当　要努力　要改善　不適

妥当
仮移転期間中も新旧の関係機関との連携を深め、新たな地域で
の利用者拡大に向けて事業に取り組み、浅草橋地域の住民に児
童館活動の楽しさを伝えた。

１０．総合評価

竹町地区と同様に大規模改修の仮移転に伴い、浅草橋地区の関
係機関とも連携を深め、児童館活動を広めた。また、緊急時対
応の避難訓練等を定期的に行い、災害時の備蓄も行った。

Ｄ（水準未満）

：　協定等の水準を満たす管理が行われている。

説 明

［2］

［2］

Ａ

［2］

［2］

：　協定等の水準を満たしているが、課題が複数ある。

：　協定等の水準を満たしていない。

［2］

［2］

［2］

［3］

(d)利用しやすい環境整備

［2］

［2］

(h)省エネ・省資源・環境配慮

Ｃ（課題あり）

(b)苦情・要望への対応と報告

(c)利用者数の目標達成

［2.0］

［2.2］

９．評価

(b)経費縮減のための取組み

(a)適正な予算執行

Ｓ（水準以上） ：　協定等の水準を満たし、一部に水準を上回る内容がある。

平均 ［-］

［2］

(e)関係団体・地域との関わり

［2］

［2］

７．平成24年度評価結果に対する現在までの取組み

評価の観点 評 価

1：おおむね協定等の水準だが課題がある。

(e)案内・接遇

(1)事業の運営

評 価 項 目評価の観点

(4)収入支出

(1)事業の運営

Ａ（適正）

Ｂ（一部課題あり）

0：協定等の水準を下回っている。

-：評価対象外項目。2：協定等の水準どおりである。

3：協定等の水準を上回っている。
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部 課

～

利用料金収入 0 0 0 0 0

利用料金収入

27,000 22,524

２．施設の概要

平成25年度　指定管理者施設管理評価シート 教育委員会事務局 児童保育課

H27.3.31

施 設 名 称

台東区の児童及び高齢者福祉の充実による区民福祉の向上を図るため、児童館や
高齢者福祉施設の管理・運営を行なう。

(2)類似施設の
　 管理実績

児童館７館、１５こどもクラブ（平成２３年末まで１３こどもクラブ）

指定期間 H22.4.1

１．指定管理者の概要

指定管理者の名称

(5)規模

(3)経営状況
（２４年度決算ベース）〔社会福祉事業会計〕
収入2,803,323,166円，　支出2,629,524,402円，収支差額173,798,764円

社会福祉法人台東区社会福祉事業団

ＲＣ３階建て　遊戯室・図書室・音楽室・図工室・こどもクラブ室

(1)所在地 台東区池之端２－３－３

(2)設置目的
児童に健全な遊びを与えて、その健康を増進し、情操を豊かにすることを目的と
する。

(1)業務内容

(6)人員体制 常勤職員３名、短時間職員４名

(3)利用者 区内在住の幼児から中学校終了までを主たる対象とする。

(4)開館日・時間
月曜日から土曜日：午前９：３０～午後６：００、日曜日（第三日曜日を除
く）：午前９：３０～午後６：００一部開放。
休館日　年末年始、祝祭日（５月５日は開放）

(1)委託事業
①児童の福祉を目的とする事業②児童館の利用を通して児童の情操の育成に資す
る事業③健全な遊びを通して児童の集団的及び個別指導を行なうこと③その他、
児童館の目的達成のために必要な事業

自主事業は行っていない

３．事業（サービス提供）の概要

(2)自主事業

単位

委託料

その他収入

管理経費

委託料

その他収入

指 標 名 称

23,901

６．成果指標

目標値
（26年度）

４．予算決算の推移

予
算

決
算

32,344,574

0 0

管理経費

収支

0 0

335

22年度

333 334

0 0 0

29,763,640 30,927,035

32,344,574

0 0 0 0 0

29,763,640 30,927,035 33,551,534

0 00

0 0 0

34,008,595

35,168,000 31,863,000

34,008,595

37,416,000 31,549,000

33,551,534

23年度 24年度

29,977,00031,549,000

利用者数

５．施設の稼働状況等（活動指標）

20年度 21年度 22年度

37,416,00031,863,00035,168,000

23年度 24年度

開館日数 日

東京都台東区立池之端児童館〔40〕

334

21年度指 標 名 称 単位

29,977,000

00

22年度 23年度 24年度

人 26,995
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［3］

(h)個人情報保護

［2］

［2］

［2］

(d)職員研修

［2］

［2］

［2］

：　協定等の水準を満たしているが、一部に課題がある。

(g)自主事業の成果

(f)開館時間等の遵守

(d)利用料等の徴収・管理

(c)収支計画の達成

・地域懇談会において「本来の子ども達のあるべき姿や現状」について地域の方々と意見交換を行
　い、児童館活動に活かし、地域と児童館が共に考え、共に子ども達を育てる関係づくりに努力し
　た。
・谷中コミュニティセンター改築の為、谷中の児童館機能が休止となったが、谷中小学校や防災広場
　初音の森での出前活動を行い、谷中地域の児童の見守りを谷中こどもクラブと協力して行った。

(a)建物保守・設備機器点検

(b)備品の管理

平均 (c)職員配置

８．評価項目

［2］

［3］

(f)管理記録の作成・保存

(e)危険箇所等の確認

(j)警備・防犯体制

(i)緊急時対応

［2］

(c)清掃・衛生管理

［-］(b)サービス水準

(a)施設の目的達成

平均 ［2.0］

(3)利用者の満足度

(2)施設の維持管理

［2.1］

平均

(d)施設の修繕

(a)利用者・第三者機関の評価

・池之端児童館は、谷中地域もカバーしているため、乳幼児親子から高校生までの幅広い利用者に
　とって安心・安全な居場所となるよう施設の環境整備に努め、保護者や地域関係機関とのより深い
　連携の基に活動を行う。
・また、関係機関の他に地域の個人や商店とも協力関係を築き、児童の健全育成を図る。

［2］

［2］

(2)施設の維持管理 Ａ
自主的な修繕や部屋の整備に努めているため、館内全体を明る
く使いやすい施設に保っている。また、館内、館外の掲示につ
いて情報が見やすいように工夫した。

(3)利用者の満足度 Ｓ
保護者、小学校、中学校、町会、青少年委員等との連携を深め
ると共に、各年齢の利用者が使いやすい環境整備に努めた結
果、日常利用、行事共に満足度は高く、利用者も増加した。

(g)業務委託の事前承認

１１．平成25年度評価結果に対する今後の対応

(4)収入支出 Ａ
職員の異動により人件費増となったが、消耗品の一括購入、複
数年の契約などにより経費節減・事務の効率化を図っている。

良好　妥当　要努力　要改善　不適

妥当
乳幼児、小学生の保護者や地域の関係機関との信頼関係づくり
を積極的に行い、利用者満足度での評価は高い。また、谷中地
域への出前活動の展開等地域の児童健全育成の拠点としての役
割を果たしている。

１０．総合評価

池之端地域の児童健全育成の拠点として幼児親子から小中学生
までが継続的に利用できるよう保護者とも信頼関係を築くよう
努めた。また、緊急時対応の避難訓練等を定期的に行い、災害
時の備蓄も行っている。

Ｄ（水準未満）

：　協定等の水準を満たす管理が行われている。

説 明

［2］

［2］

Ａ

［2］

［3］

：　協定等の水準を満たしているが、課題が複数ある。

：　協定等の水準を満たしていない。

［2］

［2］

［2］

［2］

(d)利用しやすい環境整備

［2］

［2］

(h)省エネ・省資源・環境配慮

Ｃ（課題あり）

(b)苦情・要望への対応と報告

(c)利用者数の目標達成

［2.0］

［2.4］

９．評価

(b)経費縮減のための取組み

(a)適正な予算執行

Ｓ（水準以上） ：　協定等の水準を満たし、一部に水準を上回る内容がある。

平均 ［-］

［2］

(e)関係団体・地域との関わり

［2］

［2］

７．平成24年度評価結果に対する現在までの取組み

評価の観点 評 価

1：おおむね協定等の水準だが課題がある。

(e)案内・接遇

(1)事業の運営

評 価 項 目評価の観点

(4)収入支出

(1)事業の運営

Ａ（適正）

Ｂ（一部課題あり）

0：協定等の水準を下回っている。

-：評価対象外項目。2：協定等の水準どおりである。

3：協定等の水準を上回っている。
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部 課

～

利用料金収入 0 0 0 0 0

利用料金収入

37,000 41,969

２．施設の概要

平成25年度　指定管理者施設管理評価シート 教育委員会事務局 児童保育課

H27.3.31

施 設 名 称

台東区の児童及び高齢者福祉の充実による区民福祉の向上を図るため、児童館や
高齢者福祉施設の管理・運営を行なう。

(2)類似施設の
　 管理実績

児童館７館、１５こどもクラブ（平成２３年末まで１３こどもクラブ）

指定期間 H22.4.1

１．指定管理者の概要

指定管理者の名称

(5)規模

(3)経営状況
（２４年度決算ベース）〔社会福祉事業会計〕
収入2,803,323,166円，　支出2,629,524,402円，収支差額173,798,764円

社会福祉法人台東区社会福祉事業団

ＲＣ４階建て　３・４階　遊戯室・図書室・図工室・集会室・こどもクラブ室等
松が谷保育園併設

(1)所在地 台東区松が谷４－１５－１１

(2)設置目的
児童に健全な遊びを与えて、その健康を増進し、情操を豊かにすることを目的と
する。

(1)業務内容

(6)人員体制 常勤職員３名、短時間職員５名

(3)利用者 区内在住の幼児から中学校終了までを主たる対象とする。

(4)開館日・時間
月曜日から土曜日：午前９：３０～午後６：００、日曜日（第三日曜日を除
く）：午前９：３０～午後６：００一部開放。
休館日　年末年始、祝祭日（５月５日は開放）

(1)委託事業
①児童の福祉を目的とする事業②児童館の利用を通して児童の情操の育成に資す
る事業③健全な遊びを通して児童の集団的及び個別指導を行なうこと③その他、
児童館の目的達成のために必要な事業

自主事業は行っていない

３．事業（サービス提供）の概要

(2)自主事業

単位

委託料

その他収入

管理経費

委託料

その他収入

指 標 名 称

34,806

６．成果指標

目標値
（26年度）

４．予算決算の推移

予
算

決
算

39,008,613

0 0

管理経費

収支

0 0

335

22年度

333 334

0 0 0

36,103,463 33,739,327

39,008,613

0 0 0 0 0

36,103,463 33,739,327 39,391,367

0 00

0 0 0

39,169,219

38,030,000 39,537,000

39,169,219

36,926,000 38,220,000

39,391,367

23年度 24年度

38,771,00038,220,000

利用者数

５．施設の稼働状況等（活動指標）

20年度 21年度 22年度

36,926,00039,537,00038,030,000

23年度 24年度

開館日数 日

東京都台東区立松が谷児童館〔41〕

334

21年度指 標 名 称 単位

38,771,000

00

22年度 23年度 24年度

人 34,033
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［3］

(h)個人情報保護

［2］

［2］

［2］

(d)職員研修

［2］

［2］

［2］

：　協定等の水準を満たしているが、一部に課題がある。

(g)自主事業の成果

(f)開館時間等の遵守

(d)利用料等の徴収・管理

(c)収支計画の達成

・一人でふらっと来館した児童を遊びで繋げ、子ども達の交流や自主活動に広がる支援を行った。
・駒形中学校の祭りへの参加、入谷老人福祉館や北上野長寿会との交流など、異世代交流を行った。
・関係機関との連携を行い、それぞれの年齢を対象に様々な分野の活動を実施した。

(a)建物保守・設備機器点検

(b)備品の管理

平均 (c)職員配置

８．評価項目

［2］

［2］

(f)管理記録の作成・保存

(e)危険箇所等の確認

(j)警備・防犯体制

(i)緊急時対応

［2］

(c)清掃・衛生管理

［-］(b)サービス水準

(a)施設の目的達成

平均 ［2.0］

(3)利用者の満足度

(2)施設の維持管理

［2.1］

平均

(d)施設の修繕

(a)利用者・第三者機関の評価

・利用者の自主性・主体性を育むために「やりたいこと」への支援を行うとともに、継続した
　日常遊びの支援や行事の充実に取り組む。
・利用しやすい児童館として環境整備・安全管理を徹底し、相談や要望を気軽に話せる利用者
　の立場に立った運営を目指す。
・児童館から地域へのネットワークを広め、様々な年代との交流を重視した活動を行う。

［2］

［2］

(2)施設の維持管理 Ａ
利用者数の多さに比べて施設が小さい制約があるが、環境整備
と掲示の工夫を行い、利用者の視点に立った使いやすい施設を
心がけた。また、老朽化や汚れが目立つ場所を重点に修繕を行
い、施設を清潔に維持した。

(3)利用者の満足度 Ａ
様々な行事への要望と日常活動とのバランスを考慮して日程調
整や内容の検討を行い利用者の要望に応えた。また、近隣の小
学校、主任児童委員、保護者を繋ぎ、孤立した子育てから地域
ぐるみの子育てに向けた取り組みをしている。

(g)業務委託の事前承認

１１．平成25年度評価結果に対する今後の対応

(4)収入支出 Ａ
消耗品の一括購入、複数年の契約などにより経費節減・事務の
効率化を図っている。

良好　妥当　要努力　要改善　不適

妥当
区内中心部にあるため利用者が多いが、近隣の公園の活用や施
設との交流などにより、施設的な制約を工夫し幅広い活動を
行った。活動実施を通して保護者や関係機関との信頼関係を築
いている。

１０．総合評価

子ども達の自主活動の支援や地域の関わりに力を入れ、幅広い
活動を行った。また、緊急時対応の避難訓練等を定期的に行
い、災害時の備蓄も行っている。

Ｄ（水準未満）

：　協定等の水準を満たす管理が行われている。

説 明

［2］

［2］

Ａ

［2］

［2］

：　協定等の水準を満たしているが、課題が複数ある。

：　協定等の水準を満たしていない。

［2］

［2］

［2］

［2］

(d)利用しやすい環境整備

［2］

［2］

(h)省エネ・省資源・環境配慮

Ｃ（課題あり）

(b)苦情・要望への対応と報告

(c)利用者数の目標達成

［2.0］

［2.0］

９．評価

(b)経費縮減のための取組み

(a)適正な予算執行

Ｓ（水準以上） ：　協定等の水準を満たし、一部に水準を上回る内容がある。

平均 ［-］

［2］

(e)関係団体・地域との関わり

［2］

［2］

７．平成24年度評価結果に対する現在までの取組み

評価の観点 評 価

1：おおむね協定等の水準だが課題がある。

(e)案内・接遇

(1)事業の運営

評 価 項 目評価の観点

(4)収入支出

(1)事業の運営

Ａ（適正）

Ｂ（一部課題あり）

0：協定等の水準を下回っている。

-：評価対象外項目。2：協定等の水準どおりである。

3：協定等の水準を上回っている。
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部 課

～

22年度 23年度 24年度

人 19,741

東京都台東区立今戸児童館〔42〕

334

21年度指 標 名 称 単位

38,954,000

00

23年度 24年度

開館日数 日

20年度 21年度 22年度

42,234,00042,627,00043,997,000

23年度 24年度

38,954,00037,736,000

利用者数

５．施設の稼働状況等（活動指標）

38,739,431

43,997,000 42,627,000

38,739,431

42,234,000 37,736,000

38,709,249

0

39,373,360 40,773,160 38,709,249

0 00

0 0 0

0 0 0

39,373,360 40,773,160

38,143,393

0 0 0 0

335

22年度

333 334

４．予算決算の推移

予
算

決
算

38,143,393

0 0

管理経費

収支

0 0

指 標 名 称

16,304

６．成果指標

目標値
（26年度）

委託料

その他収入

管理経費

委託料

その他収入

(1)委託事業
①児童の福祉を目的とする事業②児童館の利用を通して児童の情操の育成に資す
る事業③健全な遊びを通して児童の集団的及び個別指導を行なうこと③その他、
児童館の目的達成のために必要な事業

自主事業は行っていない

３．事業（サービス提供）の概要

(2)自主事業

単位

(6)人員体制 常勤職員３名、短時間職員５名

(3)利用者 区内在住の幼児から中学校終了までを主たる対象とする。

(4)開館日・時間
月曜日から土曜日：午前９：３０～午後６：００、日曜日（第三日曜日を除
く）：午前９：３０～午後６：００一部開放。
休館日　年末年始、祝祭日（５月５日は開放）

(3)経営状況
（２４年度決算ベース）〔社会福祉事業会計〕
収入2,803,323,166円，　支出2,629,524,402円，収支差額173,798,764円

社会福祉法人台東区社会福祉事業団

ＲＣ３階建て　遊戯室・図書室・音楽室・図工室・第２遊戯室等

(1)所在地 台東区今戸１－３－６

(2)設置目的
児童に健全な遊びを与えて、その健康を増進し、情操を豊かにすることを目的と
する。

(1)業務内容

(2)類似施設の
　 管理実績

児童館７館、１５こどもクラブ（平成２３年末まで１３こどもクラブ）

指定期間 H22.4.1

１．指定管理者の概要

指定管理者の名称

(5)規模

平成25年度　指定管理者施設管理評価シート 教育委員会事務局 児童保育課

H27.3.31

施 設 名 称

台東区の児童及び高齢者福祉の充実による区民福祉の向上を図るため、児童館や
高齢者福祉施設の管理・運営を行なう。

２．施設の概要

利用料金収入

22,000 21,770

利用料金収入 0 0 0 0 0
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2：協定等の水準どおりである。

3：協定等の水準を上回っている。

(1)事業の運営

Ａ（適正）

Ｂ（一部課題あり）

0：協定等の水準を下回っている。

-：評価対象外項目。

評価の観点 評 価

1：おおむね協定等の水準だが課題がある。

(e)案内・接遇

(1)事業の運営

評 価 項 目評価の観点

(4)収入支出

［2］

［2］

７．平成24年度評価結果に対する現在までの取組み

平均 ［2］

［2］

(e)関係団体・地域との関わり

Ｃ（課題あり）

(b)苦情・要望への対応と報告

(c)利用者数の目標達成

［2.0］

［2.0］

９．評価

(b)経費縮減のための取組み

(a)適正な予算執行

Ｓ（水準以上） ：　協定等の水準を満たし、一部に水準を上回る内容がある。

：　協定等の水準を満たしているが、課題が複数ある。

：　協定等の水準を満たしていない。

［2］

［2］

［2］

［2］

(d)利用しやすい環境整備

［2］

［2］

(h)省エネ・省資源・環境配慮

保健所の育児相談や幼稚園児対象プログラムの実施、図書室の
図書の貸し出しの簡素化などにより継続的な利用が拡大した。
また、緊急時対応の避難訓練等を定期的に行い、災害時の備蓄
も行っている。

Ｄ（水準未満）

：　協定等の水準を満たす管理が行われている。

説 明

［2］

［2］

Ａ

［2］

［2］

(g)業務委託の事前承認

１１．平成25年度評価結果に対する今後の対応

(4)収入支出 Ａ
消耗品の一括購入、複数年の契約などにより経費節減・事務の
効率化を図っている。

良好　妥当　要努力　要改善　不適

妥当
保護者や児童の要望を受け止め、できることはすぐに対応し、
事業内容の充実と情報発信の強化を行い、利用者を拡大した。
また、地域と共に子ども達を育てるため、行事の実施では、地
域との繋がりを大切にし協力関係を継続させている。

１０．総合評価

(2)施設の維持管理 Ａ
安全・安心な快適な環境づくりに努めた。施設や遊具の点検を
徹底し、必要に応じて修繕を行い、清掃にも気を遣った。

(3)利用者の満足度 Ａ
遊戯室の改修工事があり、利用者にとっては不便になった期間
があったが、アンケート結果を基に活動内容を検討し要望に
沿った活動や環境整備に努めた。また、児童館祭りや行事に地
域の方を招待するなど地域との関係づくりを大切にした。

・中高生タイムを実施している児童館であるため、安全に安心して過ごせる地域の居場所として、乳
　幼児から中高生までがお互いの成長を感じ合い高めて行ける事業展開を行う。
・利用者の要望を受け止め、ニーズに合った事業運営を行い、サービスの質の向上を図る。
・事業の継続を図りながら、地域との関係を深め、新たな事業にも取り組む。

［2］

［2］

(a)利用者・第三者機関の評価

［2.1］

平均

(d)施設の修繕

平均 ［2.0］

(3)利用者の満足度

(2)施設の維持管理

［-］(b)サービス水準

(a)施設の目的達成

８．評価項目

［2］

［2］

(f)管理記録の作成・保存

(e)危険箇所等の確認

(j)警備・防犯体制

(i)緊急時対応

［2］

(c)清掃・衛生管理

：　協定等の水準を満たしているが、一部に課題がある。

(g)自主事業の成果

(f)開館時間等の遵守

(d)利用料等の徴収・管理

(c)収支計画の達成

・利用者の意見や要望について速やかに応え、来館時や帰宅時に職員から声を掛け、信頼関係を築い
　た。
・子ども企画や児童館祭りなどの行事をきっかけに自主性・主体性の育成に努め、子ども同志の繋が
　りを増やした。

(a)建物保守・設備機器点検

(b)備品の管理

平均 (c)職員配置

［2］

［2］

［2］

(d)職員研修

［2］

［2］

［2］

［3］

(h)個人情報保護
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部 課

～

利用料金収入 0 0 0 0 0

利用料金収入

48,000 38,552

２．施設の概要

平成25年度　指定管理者施設管理評価シート 教育委員会事務局 児童保育課

H27.3.31

施 設 名 称

台東区の児童及び高齢者福祉の充実による区民福祉の向上を図るため、児童館や
高齢者福祉施設の管理・運営を行なう。

(2)類似施設の
　 管理実績

児童館７館、１５こどもクラブ（平成２３年末まで１３こどもクラブ）

指定期間 H22.4.1

１．指定管理者の概要

指定管理者の名称

(5)規模

(3)経営状況
（２４年度決算ベース）〔社会福祉事業会計〕
収入2,803,323,166円，　支出2,629,524,402円，収支差額173,798,764円

社会福祉法人台東区社会福祉事業団

ＲＣ地上３階地下２階建て　遊戯室・図書室・図工室・集会室兼小遊戯室
・こどもクラブ室等

(1)所在地 台東区寿１－４－５

(2)設置目的
児童に健全な遊びを与えて、その健康を増進し、情操を豊かにすることを目的と
する。

(1)業務内容

(6)人員体制 常勤職員３名、短時間職員６名

(3)利用者 区内在住の幼児から中学校終了までを主たる対象とする。

(4)開館日・時間
月曜日から土曜日：午前９：３０～午後６：００、日曜日（第三日曜日を除
く）：午前９：３０～午後６：００一部開放。
休館日　年末年始、祝祭日（５月５日は開放）

(1)委託事業
①児童の福祉を目的とする事業②児童館の利用を通して児童の情操の育成に資す
る事業③健全な遊びを通して児童の集団的及び個別指導を行なうこと③その他、
児童館の目的達成のために必要な事業

自主事業は行っていない

３．事業（サービス提供）の概要

(2)自主事業

単位

委託料

その他収入

管理経費

委託料

その他収入

指 標 名 称

47,144

６．成果指標

目標値
（26年度）

４．予算決算の推移

予
算

決
算

42,437,314

0 0

管理経費

収支

0 0

335

22年度

333 334

0 0 0

36,221,768 36,146,675

42,437,314

0 0 0 0 0

36,221,768 36,146,675 36,790,997

0 00

0 0 0

35,546,742

37,773,000 38,579,000

35,546,742

42,570,000 42,568,000

36,790,997

23年度 24年度

42,500,00042,568,000

利用者数

５．施設の稼働状況等（活動指標）

20年度 21年度 22年度

42,570,00038,579,00037,773,000

23年度 24年度

開館日数 日

東京都台東区立寿児童館〔43〕

334

21年度指 標 名 称 単位

42,500,000

00

22年度 23年度 24年度

人 45,800
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2：協定等の水準どおりである。

3：協定等の水準を上回っている。

(1)事業の運営

Ａ（適正）

Ｂ（一部課題あり）

0：協定等の水準を下回っている。

-：評価対象外項目。

評価の観点 評 価

1：おおむね協定等の水準だが課題がある。

(e)案内・接遇

(1)事業の運営

評 価 項 目評価の観点

(4)収入支出

［2］

［2］

７．平成24年度評価結果に対する現在までの取組み

平均 ［-］

［2］

(e)関係団体・地域との関わり

Ｃ（課題あり）

(b)苦情・要望への対応と報告

(c)利用者数の目標達成

［2.0］

［2.4］

９．評価

(b)経費縮減のための取組み

(a)適正な予算執行

Ｓ（水準以上） ：　協定等の水準を満たし、一部に水準を上回る内容がある。

：　協定等の水準を満たしているが、課題が複数ある。

：　協定等の水準を満たしていない。

［2］

［2］

［2］

［3］

(d)利用しやすい環境整備

［2］

［2］

(h)省エネ・省資源・環境配慮

各室で、日常遊びの充実を図り、高学年のリーダー育成や父親
参加のプログラム実施により日常利用に繋げた。また、緊急時
対応の避難訓練等を定期的に行い、災害時の備蓄を行ってい
る。

Ｄ（水準未満）

：　協定等の水準を満たす管理が行われている。

説 明

［2］

［2］

Ａ

［2］

［3］

(g)業務委託の事前承認

１１．平成25年度評価結果に対する今後の対応

(4)収入支出 Ａ
職員の異動により人件費増となったが、消耗品の一括購入、複
数年の契約などにより経費節減・事務の効率化を図っている。

良好　妥当　要努力　要改善　不適

妥当
小学校低学年と乳幼児の利用が多く、部屋の使い方の工夫によ
り、それぞれが十分遊べ、さらに交流も生まれており、児童健
全育成の良好な運営がされている。

１０．総合評価

(2)施設の維持管理 Ａ
地下2階から屋上までの施設点検をこまめに行い、必要な修繕は
早めに行った。
遊具や施設の衛生管理に努め、清掃、遊具の消毒等を確実に実
施した。

(3)利用者の満足度 Ｓ
乳幼児と小学生のニーズに対応した部屋の使い方を明確にし、
お互いが過ごしやすい環境を作った結果、両者の楽しい交流が
生まれ、利用者数も目標を大きく上回った。また、夕涼み会な
ど地域と連携した大型行事も継続して実施した。

・低学年の利用が多い児童館のため、各部屋での遊びの住み分けの工夫や年齢に合った遊具や
　プログラムの提供に引き続き努力する。
・乳幼児も多いため、清掃・消毒などの衛生管理を徹底する。
・高学年対象のプログラムやリーダー育成に努め、乳幼児から高学年までの繋がりを楽しめるよう
　な事業を展開する。

［2］

［2］

(a)利用者・第三者機関の評価

［2.1］

平均

(d)施設の修繕

平均 ［2.0］

(3)利用者の満足度

(2)施設の維持管理

［-］(b)サービス水準

(a)施設の目的達成

８．評価項目

［2］

［2］

(f)管理記録の作成・保存

(e)危険箇所等の確認

(j)警備・防犯体制

(i)緊急時対応

［2］

(c)清掃・衛生管理

：　協定等の水準を満たしているが、一部に課題がある。

(g)自主事業の成果

(f)開館時間等の遵守

(d)利用料等の徴収・管理

(c)収支計画の達成

・初めての利用者には、地域での居場所となるよう各部屋の使い方を丁寧に伝えた。
・乳幼児、小学生の男女、中高生それぞれが充分遊べて、過ごしやすい環境設定（新しい遊具や図書
　の購入、季節ごとの装飾、手芸や工作の充実等）を行った。
・継続して利用できるように、来館者同志や職員との関係づくりに努めた。
・高学年の行事を実施する際にリーダー的な役割を意識させ、育成した。

(a)建物保守・設備機器点検

(b)備品の管理

平均 (c)職員配置

［2］

［2］

［2］

(d)職員研修

［2］

［2］

［2］

［3］

(h)個人情報保護

 


